
認められる傾向が，どの程度の一般性と特色とを持つかが，明らかになるであろう．

Ⅱ　生口島御寺（ミテラ）方言の語アクセント

町　　　博　光

は　じ　め　に

今回の生口島共同調査で，筆者は，島の南側に位置する御寺集落（戸数185，人口702）の語アク

セントの体系的調査を行った。当地は，眼前に愛媛県伯方島を望む。生口島と伯方島との問には，広

島県と愛媛県との県境に沿って，中国系と四国系とのアクセント境界線も引かれている。1（たとえ

ば，藤原与一氏「瀬戸内梅島峡のアクセント」，『方言』5の8，昭和10年8月，など参照。）本稿

では，御寺方言の語アクセント資料を示すとともに，伯方島方言および広島県山県郡八幡村方言のア

クセントとの比較も試みることにする。このことによって，御寺方言語アクセントの実態・特色・推

移の方向，また，伯方島と生口島との間にアクセント境界線を引くことの妥当性，などの問題を解明

することができると考える。

一　御寺方言の語アクセント体系

（一）名詞アクセント

1．一音節名詞のアクセント
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一音節名詞には○匠と○臣の2型が認められる。注目すべきことは，算二類の「名・菓・日」が，

いずれも頭高型を示していることである。第二顆のうち，少女では，「藻」も「盲が」と頭高型に実

現している。

2．二音節名詞のアクセント

二音節名詞では，平板型が罪一・二・三類に，頭高型が第四・五類に認められる。第一類は，少女

に，「桐」が頭高型で実現している以外は，すべて平板型である。弟二類のうち頭高型を示している

のは「弦・冬」の2語，第三顆では「貝・鯛」の2語である。「雲・靴」の2語は，少年層でのみ頭

高型として実現している。第四類では「糸・下駄・糟」が平板型を示している。四頬の「鎌・上・

婁」も，少年層でのみ平板型となっている。第五顆はすべて平板型である。

付属語「が」を付けたアクセントは，第一類〇百臣，第二・男三類〇百か，算四・五顆が百〇臣と

なる。なれ少女において，第四・五顆の付属語を付けた場合のアクセントが，ほとんど例外なしに

百〇百と実現していることは注目されるべき事実である。

3．三音節名詞のアクセント

三音節名詞には，次の3種のアクセントが認められる。すなわち平板型・中高型・頭高型である。

平板型をとるのは節一・二・四・六・七類の語である。中高型は第三類が示す。頭高型は第五・七顆

に認められる。第七類の9語のうち，「後・蚕・兜・鯨・病」が頭高型となり，「苺・薬・盟」が

平板型，「便」が中高型となっている。算一類と六顆の平板型，第五類の頭高型にゆれの少いのが注

目される。三音節名詞のうち，高平型が実現しているのは，「問・舅・女（老年層）・氷（老年

層）・扇（少年層）」の5語に過ぎない。

付属語の付いたアクセントは複雑である。算一・六・七叛のうち平板型を示す語は全年層で〇百O

Fとなり，算四類のうち平板型を示す語は全年層で〇百百bとなる。第二顆は，老男では，語例は

「夕」（「三一ベ」）を除いた残り全例が平板型050であり，これに「が」が付けば全例〇百百♭

となる。これに対し，老女・少年層では，語例が老女で「夕」（「三二ペ」）の1例以外すべて平板

型であるのにかかわらず，「が」の付いたアクセントは，〇百百わと〇〇〇♭とが，ほぼ半々となっ

ている。中高型・頭高型を示す語に「が」の付いたアクセントは，性別・年層によるゆれが大きい。

まず第三顆の中高型を示す語を見ていく。老男では〇百〇臣が9語中8例，〇百百臣は「岬が」の1

例しかない。老女では，〇〇〇臣が5例見え，〇〇〇百は「小麦が」の1例しかない。少女では，

〇百〇百が3例，500前ま「二十歳が」のみ，〇〇百百は「真金が，岬が」の2例である。老・少

の女性に共通して060臣塾の顕著であることが注目される。少男では，〇〇〇臣，〇〇〇臣，〇〇

百♭がそれぞれ2例ずつ実現している。次に第五類の中高型を示すものを見ていく。第五類の語は，

老男では，いずれも中高型を示し，これに付属語「が」の付いたアクセントは，例外なく000臣で

ある。少男では，2語が中高型を示し，「が」が付けば〇百〇♭となる。このほか頭高型の語の時は

000♭（6例），平板型の語の時は006♭（3例）となる。ところが老女では，「胡瓜」を除い

た中高型の11語がすべてOC）〇百を示す。そして，「胡瓜が」でも「幸丁細りず」と実現されてい

る。また，少女でも，中高型の4語は〇百〇百となる。頭高型の語は6〇〇百（5例）となり，平板

型の語は066序（2例）となる。これらのはか，第七類の語で「烏・高さ」のように頭高型をとる

ものに「が」が付いた時も，老男・少男ではとも古と百〇〇臣となるのに対し，老女・少女では百〇〇

百となる。拾頭後起式のアクセントが，女性に特徴的であることが注目される。ただし，拾頭後起式

のアクセントは，当該方言においては，すべて話部形態の上に認められ，語そのものの上には認めら

れない。

以上のことをまとめてみると下図のようになる。○印は，その顆の語がほとんど表記の型で実現さ

れることを表す。同じ．く♭印は，ほぼ半数が実現されることを表し，×印は，実現されないことを表

す。
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男 女

ところで，三音節名詞に「が」の付いたアクセントを，東京語や広島市方言と比較してみると，

算五顆において顕著な差異が見られる。算五顆の語は，東京語では頭高型を示し，付属語の付いたも

のは600♭型となる。一方，広島市方言では，第五顆は中高型を示し，これに付属語の付いたもの

は〇百〇♭型となる。当該方言では，算五顆はおもに中高型を示し，付属語の付いたものも老男で

・060♭型，女性層で060区画を示す。当該方言と広島市方言との似通いの大きいことがわかる。

（二）動詞アクセント

1．二音節動詞のアクセント

二音節動詞には，平板型・頭高型の2種しか認められない。「咲く」が「耳ク」と実現され，「言

う」が「三二」と実現されていることが注目される。年屈や性別による差も認められない。

2．三音節動詞のアクセント

三音節動詞には，平板型・中高型・頭高型の3種のアクセントが認められる。「下る」が「サ‾万万．I

と実現され，「通る・這入る・参る」がそれぞれ頭高型に実現されていることが注目される。

3．四音節動詞のアクセント

四音節動詞には，平板型，中高型①0500，中高型②0060の3種が認められる。このうち中

高型②は，老男の，罪二親Bにのみ実現されている。第二顆Bは，老女と少年層では中高型①として

実現される。また，算一類Bで，語による若干のゆれが認められる。

（三）形容詞のアクセント

1．二音節形容詞のアクセント

当該方言の二音節形容詞には，頭高型が認められるだけである。

2．三音節形容詞のアクセント

三音節形容詞には，平板型と中高型の2種が認められる。（「遠い」が「千二ィ」と実現されるが，

この例だけである。）平板型は，老男の男一類にのみ実現されるに過ぎない。全体として頭高型から

中高型への移行が進んでいるものと考えられる。

3．四音節形容詞のアクセント

四音節形容詞には，中高型①〇百〇〇と中高型②〇百60の2種が認められる。このうち中高型①
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は，おもに老年層に実現される。少年層では，男子にのみ実現され（11例のうち4例），女子には実

現されない。東京語の中高型〇百百〇に移行しつつあると言えよう。

ここで，御寺方言の語アクセント体系を図示すると下図のようになる。

A．名詞の語アクセント体系

C．形容詞の語アクセント体系

B．動詞の語アクセント体系

ここに見られる通り，御寺方言の語アクセントの型の体系は，東京アクセントとほとんど一致す

る。御寺方言の語アクセントは，年令や性別による相違がある程度認められ，個人の間でもゆれてい

る面が少なくないが，全体としては中国式アクセントの体系をよく保っているのである。

ニ　3地点の語アクセントの比較

ここでは，生口島御寺方言と，愛媛県伯方島木ノ浦地区方言，および広島県山県郡旧八幡村方言の

語アクセントを比較する。上記の3地点は，同一調査語451語によって調査がなされている。これら

を比較することで，地点ごとの語アクセントの体系比較にとどまらず，型の実際的な内容，語類や語

のレベルにまでたち入った細部にわたる比較が可能となる。また，アクセント境界線をはさんで相互

に接している伯方島と生口島御寺，および中国式アクセントを代表すると考えられる八幡村との詳細

な比較は，御寺方言の語アクセント体系の位置付けに，より正確さを加えるものと考えられる。

なお，以下で取り上げる伯方島アクセントは，『方言研究年報』第11・12巻（昭和45年1月）に示
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されたもののうち，木ノ浦地区のものをもって代表させる。また，木ノ浦地区の中でも，少年層男女

・老年層女子は各4名，老年層男子は5名の調査がなされているが，個人によって型の違いがある時

は，一致度の高いものを取り上げる。たとえば，4者から0巨‾・〇百・百臣・育苗のような調査結果

が得られている場合には，○序で代表させる。ただし，同数の場合には，その語の属する語顆の優勢

な型を示しているものを取り上げる。八幡村テクセントは，藤原与一氏著『昭和日本語の方言　算4巻

中国山陽道三要地方言』（昭和52年12月）に示されたものを利用する。このほか，中国系アクセント

のものさしとしては，平山輝男氏編『全国アクセント辞典』（昭和35年6月）の全国アクセント比較

表（1）の広島市アクセントを取り上げる。四国系アクセントのものさしとして，同じく平山輝男氏著

『日本語音調の研究』（昭和32年6月）所載の松山市方言音調語彙を参考にする。

（一）名詞アクセント

1．一昔節名詞のアクセント

ー音節名詞では，御寺方言と木ノ浦方言との似通いが指摘される。第二類の語アクセントは，御寺

と木ノ浦とでは仝例一致する。これに比べ，八幡村では，「名を・葉が・矢を」が〇百型となり，

「藻を」が「盲オ」（少男では「モ貢］）となって，御寺・木ノ浦とはまったく逆になる。そのはか

にも八幡村では，老男が，「柄を」「王オ」と実現している。

2．二音節名詞のアクセント

労一類ではほとんど差異が認められない。罪二顆では，八幡村で「冬」が「フ三」と実現され，他

の2地点の「テユ」と異なる。第三類では，御寺と八幡村が，老男でともに「靴」を「クラ」と実現

している。このほか男三顆では，少男で3地点ともに，「雲・神・靴・鯛」が頭高型になっているこ

とが注目される。算四類では，少年層で，木ノ浦と八幡村とが一致する例が多い。「糸・鎌・下駄・

隅・婁」がいずれも頭高型となっている。舞茸頬は，八幡村で「露」を「ツ三」としている以外，仝

例頭高型である。

3．三音節名詞のアクセント

三音節名詞では，御寺・八幡村に対する木ノ浦の特性が顕著に見てとれる。すなわち，御寺・八幡

村において平板型に実現されるものが，木ノ浦では中高型に実現され　明確な対立を示している。た

とえば老男において，・御寺・八幡村では，第二類で仝例平板型を示し，木ノ浦では「夕」が百一

べ」，「間」が「テ才す」と実現される以外の残る8語が，いずれも中高型である。第四類でも，た

とえば老男では，仝24語中22語が，木ノ浦でだけ中高型を示している。この傾向は少年層男子におい

ても同様である。ここにおいて，木ノ浦方言の特異性は明らかであろう。

このほか，三音節語名詞では，男五矧こおいて，八幡村で頭高型を示すことが目立つ。老男で「胡

瓜・錦」，少男で「命・媒・胡瓜・姿・鋪・火箸」などである。第六類でも，八幡村で，頭高型を示

す語が認められる。「兎・烏・雀」などがその例である。欝七類では，少男で御寺と木ノ浦が共通し

ている。男七顆の語，仝9語のうち，「後・表・兜・鯨」の4語がともに頭高型を示している。以上

のはか，男一類で，木ノ浦でのみ，四国系と考えられる高平調が，「氷・舅・隣」の3語に認められ

るのが注目される。、

（二）動詞アクセント

1．二音節動詞のアクセント

二音節動詞においては，3地点での差異はほとんど見られない。

2．三音節動詞のアクセント

三音節動詞においても，3地点の差異はほとんど兄い出しがたい。御寺・木ノ浦でともに，算一類

Aの「記す」を「シ万夫」（少男），第一類Bの「欠ける」を「カテ1レ」（老男）と，いずれも中高型
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になっているのが注目される。同じく算一類Bのうち，木ノ浦で老女に，「上げる，植える，消える．

捨てる，染める，漬ける，腫れる」（14語中）の7語が四国系アクセントの高平吉扇百百〇で実現さ＝

ていることは，注目に値する。

4．四音節動詞のアクセント

四音節動詞の算「類Aでは，御寺の少男では，「嘲る，燐む，窺う，悲しむ，貧る」の語が中箭樟

〇百60を示し，他地点の平板型に対立している。さて，算一類Bでは，木ノ浦での中高型060（I

が注目される。老男で「唱える」の1語，少男では「唱える，亡びる」の2語に，中高型〇百〇〇か

認められる。第二顆Aでも同様である。老男では「喜ぶ」の1語，少男では「表わす，偽る，喜ぶ．I

の3語に認められる。第二類Bでもやはり，木ノ浦での中高型0000が注目される。老男で10訂iの

うち8語がこの型を示し，少男でも「諌める」を除いた残り9語がこの型である。このように，水ノ

浦では，中高型〇百〇〇がきわ立っている。これに対し，八幡村では老少ともに，全例が中高型αI

00である。御寺では，老男で中高型〇百〇〇，少男で中高型〇百百〇を示し，年屑によってゆれて

いる。

この中高型／00100／は，三音節名詞第二・三類の中高型／0010／とあわせて，木ノ紺力．

言語アクセントの特色をなすものと言える。

（三）形容詞のアクセント

1．二音節形容詞のアクセント

「無い」が，2地点とも頭高型である。（八幡相は表記なし。）「良い」は，3地点ともに頭高相

「盲イ」である。

2．三音節形容詞のアクセント

三音節形容詞では，第二類，それに第一類の老男においては，3地点に差異は兄い出しがたい。と

ころが，算一類の少男では，御寺と木ノ浦が共通している。すなわち，八幡村の平板型060に刺

し，御寺・木ノ浦では，「遠い」を除いた仝例が，中高型〇百〇を取っているのである。

3．四音節形容詞のアクセント

四音節形容詞においては，老年層と少年層とで，3地点の傾向が異なる。老男では，労一類は，八

幡村の中高型06百〇に対し，御寺と木ノ浦が中高型〇百〇〇を示す。同じく老男で，第二類は，八

幡村が06百〇であるのに対し，木ノ浦は0000である。御寺では，〇日○○のものが3語，○CJ

00のものが3語である。少男では，御寺・八幡村の中高型〇百百〇に対し，木ノ浦は中高型〇百（．）

○である。

三音節形容詞の場合と異なり，ここでは八幡村と御寺が一致している。

ま　　と　　め

以上，具体的な個々の語のレベルで，3地点の語アクセントを比較してきた。これによって，孤高‘

方言の語アクセントが，地理的に近い木ノ浦方言とは，一音節名詞や三・四音節形容詞の特定の語灯l

にのみ認められる一致を除いて，一体とならないことが明らかになった。むしろ，木ノ浦の中高椚

／0010／・／00100／と，八幡村・御寺に共通する平板型／〇〇〇／・中高型／00010／

との明確な対立が見てとれるのである。

いま，3地点語アクセントの共有度を測るために，由査結果を数的に処理してみる。使用頻度や出

嚢のかたよりなどの諸条件をいっさい無視して，単純に，御寺方言の語アクセントと一致していれば

共有語とする。こうした結果は次表のようになる。老男では，御寺方言と木ノ浦方言とで451語中35－1

語が一致する。一致率は78．5％である。御寺方言と八幡村方言とは449語中403語が一致する。一致串

は89．6％となる。
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御寺方言の語アクセントは，四国系アクセン

トの影響などによるいくぶんのゆれはあるにし

ても，八幡村や広島市方言との似通いの強い，

中国式アクセントの様相を呈している。この意

味で，伯方島と生口島との間にアクセント境界

線を引くことは，今日においても，妥当である

と言ってよかろう。

資　　料　　旨

凡　例

1本表には，広島県豊田郡瀬戸田町御寺方言，愛媛県越智郡伯方町木ノ浦地区方言，広島県山県

郡旧八幡村方言の語アクセントを記す。

2　御寺方言の語アクセントは，・高音部位に－（太線）を付けて示す。木ノ浦方言については

－（細線），八幡村方言については……（破線）で示す。

3　表中，○は自立語の1音節，♭は付属語の1音節であることを示す。

4　御寺方言の語アクセントは，以下のような調査で得られたものである。（木ノ浦方言・八幡村

方言については，本稿「二　3地点の語アクセントの比較」参照。）

〔調査時日〕

昭和53年10月13日～14日（2日間）

〔調査語〕

『方言研究年報』第11・12巻に示された451語で行った。語の配列も『方言研究年報』掲載順

序に従った。ただ，今回の調査では，2音節語・3音節語名詞に付属語を付けたものについても

試みている。

〔回答者〕

杉野　正幸（貢ギノ　マサフ‾リ）68歳　男

下川ヨリエ（シ盲カワ　ヨリi）65歳　女

金本　佳純（カ言モト　ヨテ女ミ）14歳　男

金本　由香（力吉モト　三　　力）14歳　女

このほかに，杉原吾三郎氏（77歳），石原昭子氏（72歳）にも回答していただいた。（年

齢が高いため本表には不載）上記の方々に厚くお礼申し上げる。

〔調査法〕

カード読み上げ方式で行った。そのさい，1人の調査が，だいたい30分から35分の間で終わ

るようにした。回答はすべて録音し，後日，聞き直しをしている。

5　表中，注記をほどこした箇所に＊を付し，最後に補注としてまとめてかかげる。
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（注）

1「カデ」となる。

2　「トリー寿」となる。

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

「ク喜」を言い直し。

言い直し。

たとえば，○カタガ イタイ。（肩が痛い。）と使う。

「キすり」としか言わない。

「カグ」と言う。

八幡村のアクセントは無表記となっている。

「イテク」とのこと。

「イ斉ル」と言う。

「ア嘉一」と言う。

「丁－エー」と言う。

「コ百イ」と言う。

八幡村のアクセントは無表記となっている。

老男で「タ亨ゲタ」と言うとのこと。

日．．1ユ〕

・′沖Iの調査に際しては，室山敏昭先生に忽切なる御助言を賜った。また，稿を成すにあたって

l日　影くの御教示をいただいた。記して厚く御礼申し上げる。

－1979．1．20　稿－
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